
黄
昏
に
落
ち
葉
舞
い
散
る
冬
支
度

（
１
Ａ
）
松
本
　幸
男

花
氷
溶
け
て
花
び
ら
浮
き
に
け
り

（
２
Ａ
）
村
上
　圭
子

本
棚
の
奥
に
青
春
秋
深
し

（
３
Ａ
）
神
山
　啓
子

む
き
し
栗
母
の
お
も
か
げ
し
の
び
つ
つ

（
４
Ａ
）
伊
藤
　千
代

待
ち
倦
む
熊
穴
に
入
る
冬
日
和

（
研
１
）
志
賀
ス
ミ
子

初
雪
や
早
割
り
リ
フ
ト
猫
魔
岳

（
研
２
）
深
谷
　
　仁

爺
婆
の
思
い
に
な
ら
ぬ
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

（
１
Ｂ
）
橋
本
ツ
ヤ
子

草
む
し
り
迷
惑
そ
う
に
蛙
と
ぶ

（
２
Ｂ
）
井
戸
川
貴
江
子

歳
取
れ
ば
歳
取
る
程
に
歴
史
増
し

（
３
Ｂ
）
村
上

　公
希

病
院
へ
行
け
ば
今
日
も
同
級
会

（
４
Ｂ
）
村
田

　文
利

く
ま
モ
ン
も
着
ぐ
る
み
ぬ
げ
ば
熊
こ
わ
い

（
研
１
）
渡
辺

　洋
子

柿
む
い
て
相
続
税
の
話
な
ど

（
研
２
）
高
橋

　進
一

子
が
巣
立
ち
思
い
出
ア
ル
バ
ム

あ
さ
か
の
大
学
で
ど
ん
な
夢
描
こ
う
か

（
１
Ｃ
）
児
玉
　賢
嗣

苔
む
し
た 

石
垣
続
く
城
跡
の

紅
葉
ふ
み
し
め
秋
深
し

　

（
２
Ｃ
）
吉
田
久
美
子

一
本
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
ぼ
う
た
ん
の

喜
怒
哀
楽
を
受
け
と
め
て
お
り

　

（
３
Ｃ
）
面
川
喜
美
子

幾
年
の
苦
渋
越
し
て
も
た
お
や
か
に

母
は
笑
み
云
ふ
コ
ス
モ
ス
が
好
き

　

（
４
Ｃ
）
古
川
　陽
子

文
化
祭
心
あ
わ
せ
て
参
加
す
る

　
　
　
　笑
顔
満
開 

私 

古
稀
祝

　

（
研
１
）
鯨
岡
　愛
子 

秋
空
に
並
ん
で
走
る
ト
キ
の
影

黄
金
求
め
て
楽
し
い
旅
路

　

（
研
２
）
石
田
　憲
雄

短  

歌

俳  

句
川  

柳

み
ん
な
の

み
ん
な
の

芸
文

編 集 後 記
編集作業の仕上げは校正である。
会報編集委員になって初めて気
付く事ばかり。手書き入稿だと
入力ミスがある。テキスト入稿だ
と書き手の責任だからそれでよ
い訳じゃない。固有名詞の間違
い、特に名前は絶対許されない。
アラビア数字英文字の縦書きは
苦労する。悪く言えばあらさがし
だがゲームと考えれば楽しい作
業である。

By (Deochan)

福祉ボランティアセミナー
◆とき…2025年11月15日（土） 10:00～  ◆ところ…ビッグアイ 7階  大会議室

ポスターコンクール
最優秀賞

優秀賞

大下　誠さん（研1）
大川原 弘輔さん（研2）
白岩　謙さん（2C）

＊白岩さんは所用の為欠席。
受賞者の皆さん、
おめでとうございました。

令和7年10月16日（金）
けんしん文化センター大ホールにて2年
ぶりのステージ発表。各クラスで企画し、
練習を重ねた演目が繰り広げられました。

第
32
回

第
32
回

講演「シニア世代だからこそ
            できるボランティア」

ボランティア活動事例 発表

第1部

第2部

郡山市社会福祉協議会 地域福祉課 係長 岡田 裕亮 様
郡山市社会福祉協議会 地域福祉課 ボランティアセンター

藤田 美紀 様

鈴木 久夫さん専門課程 ２年 郷土・生活学科
「私と音楽  ボランティアへ」

佐久間 喜代江さん専門課程 １年 郷土・生活学科
「地域とこども食堂」

白岩 謙さん

１ 16

発 行
郡 山 市 あ さ か の
学 園 大 学 学 生 会
《発行責任者》

学生会会長   國分尚美
《編集責任者》

会報編集委員長 大野直彦
《印刷》㈲土屋印刷所
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みんなで踊ろう！ イチ・ニイ・サン

生きているということ 寸劇・踊り  郡山・愛

365日の紙飛行機

福島四季音頭・浪花節だよ人生は

You are my sunshine・手のひらを太陽に

三春盆踊り・ひょっとこ踊り

夢のなかへ・青春時代

もしもピアノが弾けたなら・YMCA・恋の季節酔ってらっしゃい飲んでらっしゃい昭和を歌い♪ 昭和で笑いましょう

今年のステージ進行

皆さん、お若いですね～ “ゴツン !”、大爆笑 !? 舞台袖のピアノ伴奏者

ノリノリのダンス お約束… “社長～” 軽やかなステップ

手話  上を向いて歩こう

切手のないおくりもの・バケ－ション

もしも明日が  ダンシングヒーロー

１C

2Ａ

１B

１Ａ

3Ａ

3B

2C

2B

研１

4Ａ

3C

研2

4C

4B
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現 地 学 習 ク ラ ス 紹 介

　
私
た
ち
２
Ａ
は
、
男
性
13
名
、
女
性
31
名
、
計

44
名
の
女
性
が
多
い
ク
ラ
ス
で
す
。

　
２
Ａ
は
探
求
心
が
強
く
何
事
に
も
全
力
で
取
り

組
む
ク
ラ
ス
で
す
。
授
業
の
質
問
時
は
次
々
と
手

が
上
が
り
、
疑
問
が
あ
れ
ば
そ
の
時
聴
き
出
す
。

臨
地
学
習
で
は
講
師
の
先
生
に
詳
細
に
尋
ね
る
等

々
、
学
び
に
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。

　
運
動
会
の
成
績
は
時
の
運
も
あ
り
下
位
で
し
た

が
、
目
的
は
全
員
参
加
で
一
丸
と
な
り
、
ケ
ガ
無

し
・
ズ
ル
無
し
・
文
句
な
し
と
皆
が
助
け
合
い
、

協
力
し
合
い
ク
ラ
ス
の
団
結
力
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
学
園
祭
で
は
、
合
唱
と
ダ
ン
ス
で
、

「Y
ou are m

y sunshine

・
手
の
ひ
ら
を
太
陽

に
」
を
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
ま
ず

皆
で
や
っ
て
み
よ
う
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
よ

う
と
ス
タ
ー
ト
。
練
習
を
重
ね
る
度
に
皆
か
ら
提

案
が
相
次
ぎ
、
全
員
参
加
で
絆
が
深
ま
り
、
太
陽

の
よ
う
に
「
青

春
ふ
た
た
び
」

を
愉
し
む
こ
と

が
表
現
で
き
ま

し
た
。
運
動
会

の
「
団
結
心
」

学
園
祭
の

「
絆
」
が
私
た

ち
の
宝
物
で
す
。

　
私
達
の
ク
ラ
ス
は
37
名
の
少
数
精
鋭
部
隊
で
す
。

昨
年
の
運
動
会
で
は
五
位
に
な
り
「
頑
張
れ
ば
、

優
勝
も
あ
り
得
る
の
で
は
？
」
と
思
っ
た
の
も
束

の
間
、
今
年
は
何
と
最
下
位
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
（
笑
い
）

　
学
園
祭
で
は
「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
の
二

部
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。「
人
生
は
紙
飛
行
機
。

そ
の
距
離
を
競
う
よ
り
ど
う
飛
ん
だ
か
、
ど
こ
を

飛
ん
だ
の
か
、
そ
れ
が
一
番
大
切
な
ん
だ
」
の
歌

詞
を
自
分
た
ち
へ
の
応
援
歌
と
し
て
噛
み
し
め
な

が
ら
心
を
込
め
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。

　
人
生
は
い

ろ
い
ろ
あ
っ

て
、
時
に
は

へ
こ
む
こ
と

も
あ
る
け
れ

ど
、
今
わ
た

し
た
ち
は
あ

さ
か
の
大
学

２
Ｂ
の
空
を

思
い
っ
き
り

飛
ん
で
い
ま

す
。

　
２
Ｃ
は
男
性
12
名
、
女
性
34
名
の
明
る
い
ク
ラ

ス
で
す
。
学
園
祭
は
２
班
に
分
か
れ
Ａ
班
は
、『
浪

花
節
だ
よ
人
生
は
』
の
踊
り
に
『
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー

ト
レ
イ
ン
』
の
創
作
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
、
特
に

上
半
身
を
回
転
さ
せ
る
の
に
猛
練
習
を
重
ね
ま
し

た
。

　
絆
も
深
ま
り
互
い
に
ア
イ
デ
ィ
ア
、
意
見
を
出

し
合
い
団
結
力
が
高
ま
り
完
成
後
の
動
画
を
見
た

と
き
は
努
力
が
実
っ
た
感
動
で
涙
が
出
ま
し
た
。

　
一
方
Ｂ
班
は
、
学
園
歌
の
歌
詞
を
取
り
入
れ
た

『
福
島
四
季
音
頭
－
あ
さ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
』
と

い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
合
わ
せ
た
踊
り
で
す
。

　
音
楽
、
ス
ク
リ
ー
ン
作
り
、
小
道
具
な
ど
担
当

を
決
め
練
習
を
ス
タ
ー
ト
。
二
年
前
ま
で
は
知
ら

な
か
っ
た
同

士
で
し
た
が
、

ク
ラ
ス
の
団

結
力
を
生
み
、

素
晴
ら
し
い

経
験
を
し
ま

し
た
。

教
養
二
年  

健
康
・
福
祉

會
田 

光
郎

教
養
二
年  

郷
土
・
生
活

浜
津 

美
香

橋
本 

町
子

教
養
二
年  

芸
術
・
文
化

「
芭
蕉
の
足
跡
に
胸
躍
る
」

荒
川  

初
美

教
養
一
年  

芸
術
・
文
化

会
津
の

仏
教
文
化
に
ふ
れ
て

橋
本 

厚
子

専
門
一
年  

郷
土
・
生
活

「
奥
の
細
道
を
訪
ね
て
」

小
田 

よ
り
子

教
養
二
年 

芸
術
・
文
化

五
十
五
年
後
の
再
会

平
田 

幸
一

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活

　「
奥
の
細
道
」…

よ
く
耳
に
す
る
言

葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
深
く
知

る
こ
と
も
な
く
今
回
の
現
地
学
習
に
臨

み
、
芭
蕉
の
足
跡
に
感
動
す
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
今
か
ら
３
３
６
年
も
前

に
奥
の
細
道
の
旅
を
ス
タ
ー
ト
し
た
芭

蕉
。
現
代
に
は
考
え
も
及
ば
な
い
困
難

な
道
を
進
み
、
そ
の
先
々
で
詠
ま
れ
た

俳
句
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　
深
川
の
芭
蕉
庵
を
ス
タ
ー
ト
し
、
お

く
の
ほ
そ
道
を
歩
き
、
美
濃
国
（
岐
阜

県
）
に
た
ど
り
着
く
ま
で
１
４
２
日
。

二
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
い
た
芭
蕉
。

長
い
歴
史
を
経
て
も
な
お
、
私
た
ち
に

感
動
を
与
え
て
続
け
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
奥
の
細
道
を
旅
し
た
俳
人 

松
尾
芭

蕉
の
足
跡
や
文
学
碑
を
訪
ね
現
地
学
習

に
出
発
し
た
。

　
十
一
月
七
日
秋
晴
れ
の
と
て
も
風
の

強
い
日
で
し
た
。
芭
蕉
が
訪
ね
た
福
島

県
を
代
表
す
る
歌
枕
の
地 

日
和
田
の

安
積
山
を
始
め
二
本
松
の
鬼
婆
伝
説
の

黒
塚
、
福
島
市
に
在
る
悲
恋
物
語
で
知

ら
れ
る
文
知
摺
石
、
軍
記
物
語
で
語
ら

れ
る
〝
佐
藤
一
族
〞
の
あ
る
飯
坂
の
医

王
寺
、
そ
し
て
国
見
へ
。
講
師
の
根
本

先
生
の
案
内
と
説
明
で
と
て
も
中
身
の

濃
い
学
習
旅
行
で
し
た
。

　
今
回
訪
れ
た
史
跡
や
文
学
の
碑
に
古

代
縁
の
ロ
マ
ン
と
心
豊
か
さ
を
そ
こ
か

し
こ
に
感
じ
な
が
ら
、
秋
の
日
の
歴
史

の
学
び
の
一
日
に
感
謝
を
し
無
事
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。

　
明
日
に
立
冬
を
控
え
た
十
一
月
六
日
、

私
た
ち
３
Ｂ
の
現
地
学
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
郡
山
は
晴
れ
て
絶
好
の
バ
ス
の
旅
か

と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
到
着
地
点
の
会

津
若
松
は
深
い
霧
に
包
ま
れ
幻
想
的
な

雰
囲
気
、
大
き
な
川
に
囲
ま
れ
た
地
域

の
為
、
川
か
ら
の
水
蒸
気
が
た
び
た
び

町
を
覆
う
の
だ
と
、
講
師
の
先
生
の
説

明
で
し
た
。

〝
会
津
の
仏
教
文
化
Ⅰ
〞
会
津
北
部
の

代
表
的
な
神
社
仏
閣
を
訪
ね
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
今
回
の
目
的
で
す
。
多
数

の
仏
像
が
一
堂
に
会
す
る
勝
常
寺
、
長

床
で
有
名
な
新
宮
熊
野
神
社
、
出
征
兵

士
の
支
え
と
な
っ
た
会
津
大
仏
を
本
尊

と
す
る
願
成
寺
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
な

が
ら
も
改
正
に
よ
り
重
要
文
化
財
と
な

っ
た
〝
木
造
薬
師
如
来
坐
像
〞
を
有
す

る
中
善
寺
。

　
数
々
の
仏
像
に
触
れ
る
事
に
よ
り
、

会
津
の
人
々
の
歴
史
も
垣
間
見
え
る
事

が
出
来
た
旅
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
学
習
で
訪
れ
た
、
会
津
坂
下
町

上
宇
内
薬
師
堂
は
、
な
ん
と
私
の
実
家

か
ら
徒
歩
十
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
薬
師
堂
の
目
の
前
に
は
、

私
の
母
校
の
小
学
校
が
あ
っ
た
。
川
西

小
学
校
と
い
う
。
十
二
年
前
に
統
合
さ

れ
、
現
在
は
子
ど
も
た
ち
は
い
な
い
。

　
さ
ら
に
奇
し
く
も
、
現
地
学
習
の
こ

の
日
は
、
私
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
。
さ

か
の
ぼ
る
事
、
五
十
五
年
前
の
六
年
生

の
こ
の
日
は
金
曜
日
で
あ
り
、
私
は
こ

の
川
西
小
学
校
に
登
校
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。

　
し
か
し
当
時
の
私
は
、
こ
こ
が
「
国

指
定
重
要
文
化
財
」
で
あ
る
こ
と
な
ど

知
る
由
も
な
か
っ
た
。
何
か
貴
重
な
文

化
財
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
聞
い
て
い

た
が
、
一
度
も
訪
問
し
た
記
憶
が
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
縁
あ

っ
て
、
半
世
紀

以
上
た
っ
て
訪

れ
る
こ
と
に
、

導
か
れ
た
運
命

を
感
じ
ざ
る
を

得
な
い
。
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現 地 学 習 ク ラ ス 紹 介

　
私
た
ち
２
Ａ
は
、
男
性
13
名
、
女
性
31
名
、
計

44
名
の
女
性
が
多
い
ク
ラ
ス
で
す
。

　
２
Ａ
は
探
求
心
が
強
く
何
事
に
も
全
力
で
取
り

組
む
ク
ラ
ス
で
す
。
授
業
の
質
問
時
は
次
々
と
手

が
上
が
り
、
疑
問
が
あ
れ
ば
そ
の
時
聴
き
出
す
。

臨
地
学
習
で
は
講
師
の
先
生
に
詳
細
に
尋
ね
る
等

々
、
学
び
に
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。

　
運
動
会
の
成
績
は
時
の
運
も
あ
り
下
位
で
し
た

が
、
目
的
は
全
員
参
加
で
一
丸
と
な
り
、
ケ
ガ
無

し
・
ズ
ル
無
し
・
文
句
な
し
と
皆
が
助
け
合
い
、

協
力
し
合
い
ク
ラ
ス
の
団
結
力
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
学
園
祭
で
は
、
合
唱
と
ダ
ン
ス
で
、

「Y
ou are m

y sunshine

・
手
の
ひ
ら
を
太
陽

に
」
を
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
ま
ず

皆
で
や
っ
て
み
よ
う
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
よ

う
と
ス
タ
ー
ト
。
練
習
を
重
ね
る
度
に
皆
か
ら
提

案
が
相
次
ぎ
、
全
員
参
加
で
絆
が
深
ま
り
、
太
陽

の
よ
う
に
「
青

春
ふ
た
た
び
」

を
愉
し
む
こ
と

が
表
現
で
き
ま

し
た
。
運
動
会

の
「
団
結
心
」

学
園
祭
の

「
絆
」
が
私
た

ち
の
宝
物
で
す
。

　
私
達
の
ク
ラ
ス
は
37
名
の
少
数
精
鋭
部
隊
で
す
。

昨
年
の
運
動
会
で
は
五
位
に
な
り
「
頑
張
れ
ば
、

優
勝
も
あ
り
得
る
の
で
は
？
」
と
思
っ
た
の
も
束

の
間
、
今
年
は
何
と
最
下
位
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
（
笑
い
）

　
学
園
祭
で
は
「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
の
二

部
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。「
人
生
は
紙
飛
行
機
。

そ
の
距
離
を
競
う
よ
り
ど
う
飛
ん
だ
か
、
ど
こ
を

飛
ん
だ
の
か
、
そ
れ
が
一
番
大
切
な
ん
だ
」
の
歌

詞
を
自
分
た
ち
へ
の
応
援
歌
と
し
て
噛
み
し
め
な

が
ら
心
を
込
め
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。

　
人
生
は
い

ろ
い
ろ
あ
っ

て
、
時
に
は

へ
こ
む
こ
と

も
あ
る
け
れ

ど
、
今
わ
た

し
た
ち
は
あ

さ
か
の
大
学

２
Ｂ
の
空
を

思
い
っ
き
り

飛
ん
で
い
ま

す
。

　
２
Ｃ
は
男
性
12
名
、
女
性
34
名
の
明
る
い
ク
ラ

ス
で
す
。
学
園
祭
は
２
班
に
分
か
れ
Ａ
班
は
、『
浪

花
節
だ
よ
人
生
は
』
の
踊
り
に
『
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー

ト
レ
イ
ン
』
の
創
作
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
、
特
に

上
半
身
を
回
転
さ
せ
る
の
に
猛
練
習
を
重
ね
ま
し

た
。

　
絆
も
深
ま
り
互
い
に
ア
イ
デ
ィ
ア
、
意
見
を
出

し
合
い
団
結
力
が
高
ま
り
完
成
後
の
動
画
を
見
た

と
き
は
努
力
が
実
っ
た
感
動
で
涙
が
出
ま
し
た
。

　
一
方
Ｂ
班
は
、
学
園
歌
の
歌
詞
を
取
り
入
れ
た

『
福
島
四
季
音
頭
－
あ
さ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
』
と

い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
合
わ
せ
た
踊
り
で
す
。

　
音
楽
、
ス
ク
リ
ー
ン
作
り
、
小
道
具
な
ど
担
当

を
決
め
練
習
を
ス
タ
ー
ト
。
二
年
前
ま
で
は
知
ら

な
か
っ
た
同

士
で
し
た
が
、

ク
ラ
ス
の
団

結
力
を
生
み
、

素
晴
ら
し
い

経
験
を
し
ま

し
た
。

教
養
二
年  

健
康
・
福
祉

會
田 

光
郎

教
養
二
年  

郷
土
・
生
活

浜
津 

美
香

橋
本 

町
子

教
養
二
年  

芸
術
・
文
化

「
芭
蕉
の
足
跡
に
胸
躍
る
」

荒
川  

初
美

教
養
一
年  

芸
術
・
文
化

会
津
の

仏
教
文
化
に
ふ
れ
て

橋
本 

厚
子

専
門
一
年  

郷
土
・
生
活

「
奥
の
細
道
を
訪
ね
て
」

小
田 

よ
り
子

教
養
二
年 

芸
術
・
文
化

五
十
五
年
後
の
再
会

平
田 

幸
一

専
門
二
年  

郷
土
・
生
活

　「
奥
の
細
道
」…

よ
く
耳
に
す
る
言

葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
深
く
知

る
こ
と
も
な
く
今
回
の
現
地
学
習
に
臨

み
、
芭
蕉
の
足
跡
に
感
動
す
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
今
か
ら
３
３
６
年
も
前

に
奥
の
細
道
の
旅
を
ス
タ
ー
ト
し
た
芭

蕉
。
現
代
に
は
考
え
も
及
ば
な
い
困
難

な
道
を
進
み
、
そ
の
先
々
で
詠
ま
れ
た

俳
句
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　
深
川
の
芭
蕉
庵
を
ス
タ
ー
ト
し
、
お

く
の
ほ
そ
道
を
歩
き
、
美
濃
国
（
岐
阜

県
）
に
た
ど
り
着
く
ま
で
１
４
２
日
。

二
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
い
た
芭
蕉
。

長
い
歴
史
を
経
て
も
な
お
、
私
た
ち
に

感
動
を
与
え
て
続
け
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
奥
の
細
道
を
旅
し
た
俳
人 

松
尾
芭

蕉
の
足
跡
や
文
学
碑
を
訪
ね
現
地
学
習

に
出
発
し
た
。

　
十
一
月
七
日
秋
晴
れ
の
と
て
も
風
の

強
い
日
で
し
た
。
芭
蕉
が
訪
ね
た
福
島

県
を
代
表
す
る
歌
枕
の
地 

日
和
田
の

安
積
山
を
始
め
二
本
松
の
鬼
婆
伝
説
の

黒
塚
、
福
島
市
に
在
る
悲
恋
物
語
で
知

ら
れ
る
文
知
摺
石
、
軍
記
物
語
で
語
ら

れ
る
〝
佐
藤
一
族
〞
の
あ
る
飯
坂
の
医

王
寺
、
そ
し
て
国
見
へ
。
講
師
の
根
本

先
生
の
案
内
と
説
明
で
と
て
も
中
身
の

濃
い
学
習
旅
行
で
し
た
。

　
今
回
訪
れ
た
史
跡
や
文
学
の
碑
に
古

代
縁
の
ロ
マ
ン
と
心
豊
か
さ
を
そ
こ
か

し
こ
に
感
じ
な
が
ら
、
秋
の
日
の
歴
史

の
学
び
の
一
日
に
感
謝
を
し
無
事
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。

　
明
日
に
立
冬
を
控
え
た
十
一
月
六
日
、

私
た
ち
３
Ｂ
の
現
地
学
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
郡
山
は
晴
れ
て
絶
好
の
バ
ス
の
旅
か

と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
到
着
地
点
の
会

津
若
松
は
深
い
霧
に
包
ま
れ
幻
想
的
な

雰
囲
気
、
大
き
な
川
に
囲
ま
れ
た
地
域

の
為
、
川
か
ら
の
水
蒸
気
が
た
び
た
び

町
を
覆
う
の
だ
と
、
講
師
の
先
生
の
説

明
で
し
た
。

〝
会
津
の
仏
教
文
化
Ⅰ
〞
会
津
北
部
の

代
表
的
な
神
社
仏
閣
を
訪
ね
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
今
回
の
目
的
で
す
。
多
数

の
仏
像
が
一
堂
に
会
す
る
勝
常
寺
、
長

床
で
有
名
な
新
宮
熊
野
神
社
、
出
征
兵

士
の
支
え
と
な
っ
た
会
津
大
仏
を
本
尊

と
す
る
願
成
寺
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
な

が
ら
も
改
正
に
よ
り
重
要
文
化
財
と
な

っ
た
〝
木
造
薬
師
如
来
坐
像
〞
を
有
す

る
中
善
寺
。

　
数
々
の
仏
像
に
触
れ
る
事
に
よ
り
、

会
津
の
人
々
の
歴
史
も
垣
間
見
え
る
事

が
出
来
た
旅
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
学
習
で
訪
れ
た
、
会
津
坂
下
町

上
宇
内
薬
師
堂
は
、
な
ん
と
私
の
実
家

か
ら
徒
歩
十
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
薬
師
堂
の
目
の
前
に
は
、

私
の
母
校
の
小
学
校
が
あ
っ
た
。
川
西

小
学
校
と
い
う
。
十
二
年
前
に
統
合
さ

れ
、
現
在
は
子
ど
も
た
ち
は
い
な
い
。

　
さ
ら
に
奇
し
く
も
、
現
地
学
習
の
こ

の
日
は
、
私
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
。
さ

か
の
ぼ
る
事
、
五
十
五
年
前
の
六
年
生

の
こ
の
日
は
金
曜
日
で
あ
り
、
私
は
こ

の
川
西
小
学
校
に
登
校
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。

　
し
か
し
当
時
の
私
は
、
こ
こ
が
「
国

指
定
重
要
文
化
財
」
で
あ
る
こ
と
な
ど

知
る
由
も
な
か
っ
た
。
何
か
貴
重
な
文

化
財
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
聞
い
て
い

た
が
、
一
度
も
訪
問
し
た
記
憶
が
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
縁
あ

っ
て
、
半
世
紀

以
上
た
っ
て
訪

れ
る
こ
と
に
、

導
か
れ
た
運
命

を
感
じ
ざ
る
を

得
な
い
。
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　はじめに、一年間にわたる学生会活動への温かいご理解
とご協力を賜り心より感謝申し上げます。
　私たち学生会は、運動会、学園祭、そして７つの実行委
員会の事業を中心に活動してまいりました。どの実行委員
会のメンバーも、企画・運営に尽力し、熱意ある活動を続け
てくれました。
　その活動を多方面から支えてくださった事務局、先生方、
そして参加することで学生事業を盛り上げてくださった学
生の皆様、全ての方々のエネルギーが一つになり、皆様の
心に素晴らしい思い出として残ったものと確信しております。
　この活動を通して、私は「一人ひとりの前向きな姿勢が、
学園を動かす大きな力になる」ということを学びました。会
長という立場で関われたことは、私にとって何物にも代えが
たい貴重な財産です。
　さて、これから学生会は、新しいメンバーにバトンを引き
継ぎます。新体制になっても、引き続き、積極的に学生会活
動に参加し、学生自らの手でこの学園をさらに良い場所に
していくことを願っております。改めて、事務局先生方、学生
の皆様、本当にありがとうございました。皆様の今後のご
活躍と、学園のさらなる発展を心よりお祈り申し上げます。

　今年度の総務委員会の主な活動は、福祉施設へのタ
オル類寄付、歳末助け合い募金および新聞社への学生
会活動の記事掲載依頼等でした。
　タオル寄付活動については、皆様から寄付して頂いた
新品タオル1，140枚を11月25日に社会福祉法人郡山社
会福祉事業団へ贈呈しました。事業団では郡山市内の
障がい者施設等に配布するとのことです。
　募金活動については、皆様から募金して頂いた
184,296円を12月9日に社会福祉法人郡山市社会福祉協
議会に届けました。更に本年度は、福島県社会福祉大会
において感謝状を受けています。福島民報および福島民
報新聞には、大安場史跡公園清掃活動やタオル寄付等
を掲載して頂きました。
　皆様には、寄付・
募金活動にご協力頂
きありがとうございま
した。また、総務委員
の皆様の積極的な活
動に感謝いたします。

学生会会長　國分 尚美

感謝を込めて
～未来へつなぐ学生会のバトン～

2025学生会経過報告

　４年生になり学生会三役の一員として会計を
担当する事になり大きな不安がありましたが理
事会、実行委員のご協力で学生会費徴収、各
実行委員会の支払いなど滞りなく運営出来てい
る事に感謝申し上げます。
　会計実行委員会は年２回の開催の為、横の
繫がりは少ないですがクラスの会費管理など重
要な仕事です。
　学生会行事は、大部分が会員の会費で賄わ
れています。本学で学ぶことにより「ふたたび
の青春輝け」を実践できるのは勿論、多くの人
に講義以外にも、うねめ踊り参加、環境ボラン
ティア活動の実施など有意義な活動を多数行っ
ていることを知ってもらい入学希望者が増加す
る事を願っています。

　私達が入学した2020年はコロナで幕が開けた
年でした。４月からの授業もなく、学園行事と学
生会事業のほとんどが中止となりました。7月にな
りようやく授業が始まりましたが、クラスの活発な
交流もままならず、多くの学生は授業が終わるとそ
そくさと教室を後にしていたことが思い出されます。
　そんな時期においても学生会の理事会や実行
委員会は、定期的に話し合いを重ねていたことが
強く印象に残っています。学生会も今年で32年に
なりますが、全国でも稀有な存在として、学生が自
主的に運営し、また存続しているのは、縁あって
学生会に携わってきた委員の方々の奮闘努力とま
わりの皆様の協力があってのことと改めて強く
思っています。
　これからも、健康で楽しく、より良い学園生活
が送られますよう、皆様のご活躍を期待しています。

　昨年度作成した新たな活動方針に基づき、広
く福祉を中心としたボランティア活動を推進す
るため、次の活動を目標としました。

・ボランティア募集等の情報提供
・ボランティア活動への支援
・セミナーや勉強会の開催

　委員会において話し合い、今年度は情報の提
供とセミナーの開催を実施することとしました。
　8月にはボランティア募集な
どの情報を掲示、11月には
福祉ボランティアに関す
る講演と学生の活動事
例を発表するセミナーを
開催しました。

　新潟方面ということでコース変更があり、募集の
時は苦労したクラスもありましたが、何とか二百名
以上の方々の参加をいただき感謝致します。
　委員会を重ねて当日を迎え、雨の予報でしたが、
少々降ったところもありましたが、天気も良く、暑く
もなく、事故も怪我もなく、無事バスの中も楽しく長
く感ぜず終了したことにホッとしました。
　弥彦神社と海の幸を堪能する日帰り旅行というこ
とで、食も買い物もあり、盛りだくさんの旅だったと
思います。いろいろな不満、感想はあると思います
が、良かったよ、楽しかったよと声をかけていただ
きうれしく思いました。
　参加された方々、
委員会の皆さん、本
当におつかれ様でし
た。感謝致します。あ
りがとうございました。

　令和７年度の会報も、速報、62号は発行・配布済。この記
事が読まれているという事は63号も無事発行ですね。「自分
に務まるかな？」と思った会報編集ですが、終わってみれば
発行した会報全てに「やり切った」感があり愛着を感じます。
今年度の編集委員の皆さん、執筆頂いた皆さん、撮影隊の
皆さんご苦労様でした。

今年の編集委員会活動　ポイントは２つ
①スナップ写真を多く掲載し、臨場感のある誌面作り
→読み返すと「令和7年てこんな年」と思出せるように...。

②継続性の為、次のメンバーが困らない仕組み作りに着手
→ マニュアル化して誰がなっても「安心」な会報編集委員会
→「組織」対応：“個人”の負荷が分散できる風土作り

「会報編集」活動にはパターン
があり、定型業務/先行手配し
て分担が可能で負荷低減が見
込めます。自らの工夫と助け合
いで「楽しめる会報委員会」を
目指しましょう。うちの「伸び
代」は十分です。（笑）

　本年度も環境ボランティア実行委員会の活
動に、多数の学生のご協力を頂きました。

　大安場史跡公園前川河川清掃活動は、暑さ
厳しい6月28日97名、台風の近づく第２回目の
10月11日は73名の協力のもと実施。暑さと雨で
ご苦労をおかけしましたが、河川敷及び遊歩道
はきれいに整備されました。

　1月17日（土）の環境セミナーは“笑いと健康”
をテーマに、アマチュア落語家の山椒家小粒氏
をお招きして、落語を交えてご講義いただきま
した。大いに笑って1年の学びの締めくくりとな
れば幸いです。1年間企画頂いた委員の皆さま
お疲れ様でした。ご協力頂いた学生皆さま、改
めて感謝申し上げあげます。

研修２年 委員長　佐藤 重章

学生生活６年間を
振り返って

会計理事　五十嵐 和紀

学生会会計を担当して

専門１年  郷土・生活  佐久間 喜代江

新潟方面バス旅行

専門1年　健康・福祉　鎌田 大輔

「施設訪問」から
「福祉ボランティア」へ

教養２年　健康・福祉　橋本 町子

環境ボランティア実行
委員会活動経過報告

専門１年　芸術・文化　大野 直彦
会報編集委員会実行委員長

会報編集委員って大変？！
本当？！

学 生 会 活 動 経 過 報 告実行委員会活動経過報告

福祉ボランティア実行委員長 レクリエーション実行委員長

環境ボランティア実行委員長

総務理事　鈴木 久夫

総務委員会報告
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　はじめに、一年間にわたる学生会活動への温かいご理解
とご協力を賜り心より感謝申し上げます。
　私たち学生会は、運動会、学園祭、そして７つの実行委
員会の事業を中心に活動してまいりました。どの実行委員
会のメンバーも、企画・運営に尽力し、熱意ある活動を続け
てくれました。
　その活動を多方面から支えてくださった事務局、先生方、
そして参加することで学生事業を盛り上げてくださった学
生の皆様、全ての方々のエネルギーが一つになり、皆様の
心に素晴らしい思い出として残ったものと確信しております。
　この活動を通して、私は「一人ひとりの前向きな姿勢が、
学園を動かす大きな力になる」ということを学びました。会
長という立場で関われたことは、私にとって何物にも代えが
たい貴重な財産です。
　さて、これから学生会は、新しいメンバーにバトンを引き
継ぎます。新体制になっても、引き続き、積極的に学生会活
動に参加し、学生自らの手でこの学園をさらに良い場所に
していくことを願っております。改めて、事務局先生方、学生
の皆様、本当にありがとうございました。皆様の今後のご
活躍と、学園のさらなる発展を心よりお祈り申し上げます。

　今年度の総務委員会の主な活動は、福祉施設へのタ
オル類寄付、歳末助け合い募金および新聞社への学生
会活動の記事掲載依頼等でした。
　タオル寄付活動については、皆様から寄付して頂いた
新品タオル1，140枚を11月25日に社会福祉法人郡山社
会福祉事業団へ贈呈しました。事業団では郡山市内の
障がい者施設等に配布するとのことです。
　募金活動については、皆様から募金して頂いた
184,296円を12月9日に社会福祉法人郡山市社会福祉協
議会に届けました。更に本年度は、福島県社会福祉大会
において感謝状を受けています。福島民報および福島民
報新聞には、大安場史跡公園清掃活動やタオル寄付等
を掲載して頂きました。
　皆様には、寄付・
募金活動にご協力頂
きありがとうございま
した。また、総務委員
の皆様の積極的な活
動に感謝いたします。

学生会会長　國分 尚美

感謝を込めて
～未来へつなぐ学生会のバトン～

2025学生会経過報告

　４年生になり学生会三役の一員として会計を
担当する事になり大きな不安がありましたが理
事会、実行委員のご協力で学生会費徴収、各
実行委員会の支払いなど滞りなく運営出来てい
る事に感謝申し上げます。
　会計実行委員会は年２回の開催の為、横の
繫がりは少ないですがクラスの会費管理など重
要な仕事です。
　学生会行事は、大部分が会員の会費で賄わ
れています。本学で学ぶことにより「ふたたび
の青春輝け」を実践できるのは勿論、多くの人
に講義以外にも、うねめ踊り参加、環境ボラン
ティア活動の実施など有意義な活動を多数行っ
ていることを知ってもらい入学希望者が増加す
る事を願っています。

　私達が入学した2020年はコロナで幕が開けた
年でした。４月からの授業もなく、学園行事と学
生会事業のほとんどが中止となりました。7月にな
りようやく授業が始まりましたが、クラスの活発な
交流もままならず、多くの学生は授業が終わるとそ
そくさと教室を後にしていたことが思い出されます。
　そんな時期においても学生会の理事会や実行
委員会は、定期的に話し合いを重ねていたことが
強く印象に残っています。学生会も今年で32年に
なりますが、全国でも稀有な存在として、学生が自
主的に運営し、また存続しているのは、縁あって
学生会に携わってきた委員の方々の奮闘努力とま
わりの皆様の協力があってのことと改めて強く
思っています。
　これからも、健康で楽しく、より良い学園生活
が送られますよう、皆様のご活躍を期待しています。

　昨年度作成した新たな活動方針に基づき、広
く福祉を中心としたボランティア活動を推進す
るため、次の活動を目標としました。

・ボランティア募集等の情報提供
・ボランティア活動への支援
・セミナーや勉強会の開催

　委員会において話し合い、今年度は情報の提
供とセミナーの開催を実施することとしました。
　8月にはボランティア募集な
どの情報を掲示、11月には
福祉ボランティアに関す
る講演と学生の活動事
例を発表するセミナーを
開催しました。

　新潟方面ということでコース変更があり、募集の
時は苦労したクラスもありましたが、何とか二百名
以上の方々の参加をいただき感謝致します。
　委員会を重ねて当日を迎え、雨の予報でしたが、
少々降ったところもありましたが、天気も良く、暑く
もなく、事故も怪我もなく、無事バスの中も楽しく長
く感ぜず終了したことにホッとしました。
　弥彦神社と海の幸を堪能する日帰り旅行というこ
とで、食も買い物もあり、盛りだくさんの旅だったと
思います。いろいろな不満、感想はあると思います
が、良かったよ、楽しかったよと声をかけていただ
きうれしく思いました。
　参加された方々、
委員会の皆さん、本
当におつかれ様でし
た。感謝致します。あ
りがとうございました。

　令和７年度の会報も、速報、62号は発行・配布済。この記
事が読まれているという事は63号も無事発行ですね。「自分
に務まるかな？」と思った会報編集ですが、終わってみれば
発行した会報全てに「やり切った」感があり愛着を感じます。
今年度の編集委員の皆さん、執筆頂いた皆さん、撮影隊の
皆さんご苦労様でした。

今年の編集委員会活動　ポイントは２つ
①スナップ写真を多く掲載し、臨場感のある誌面作り
→読み返すと「令和7年てこんな年」と思出せるように...。

②継続性の為、次のメンバーが困らない仕組み作りに着手
→ マニュアル化して誰がなっても「安心」な会報編集委員会
→「組織」対応：“個人”の負荷が分散できる風土作り

「会報編集」活動にはパターン
があり、定型業務/先行手配し
て分担が可能で負荷低減が見
込めます。自らの工夫と助け合
いで「楽しめる会報委員会」を
目指しましょう。うちの「伸び
代」は十分です。（笑）

　本年度も環境ボランティア実行委員会の活
動に、多数の学生のご協力を頂きました。

　大安場史跡公園前川河川清掃活動は、暑さ
厳しい6月28日97名、台風の近づく第２回目の
10月11日は73名の協力のもと実施。暑さと雨で
ご苦労をおかけしましたが、河川敷及び遊歩道
はきれいに整備されました。

　1月17日（土）の環境セミナーは“笑いと健康”
をテーマに、アマチュア落語家の山椒家小粒氏
をお招きして、落語を交えてご講義いただきま
した。大いに笑って1年の学びの締めくくりとな
れば幸いです。1年間企画頂いた委員の皆さま
お疲れ様でした。ご協力頂いた学生皆さま、改
めて感謝申し上げあげます。

研修２年 委員長　佐藤 重章

学生生活６年間を
振り返って

会計理事　五十嵐 和紀

学生会会計を担当して

専門１年  郷土・生活  佐久間 喜代江

新潟方面バス旅行

専門1年　健康・福祉　鎌田 大輔

「施設訪問」から
「福祉ボランティア」へ

教養２年　健康・福祉　橋本 町子

環境ボランティア実行
委員会活動経過報告

専門１年　芸術・文化　大野 直彦
会報編集委員会実行委員長

会報編集委員って大変？！
本当？！

学 生 会 活 動 経 過 報 告実行委員会活動経過報告

福祉ボランティア実行委員長 レクリエーション実行委員長

環境ボランティア実行委員長

総務理事　鈴木 久夫

総務委員会報告
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収
集
で
誰
か
の

益
に
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
私
の

最
期
場
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。
後
何
年

続
け
ら
れ
る

か
判
り
ま
せ

ん
が
そ
れ
ま

で
続
く
こ
と

を
願
っ
て
い

る
今
日
で
す
。

　
時
間
が
と
れ
た
の
で
憧
れ
て
い
た
ホ
イ

ア
ン
に
行
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
直
行
便
が
な
か
っ
た
た
め
ホ
ー

チ
ミ
ン
空
港
か
ら
ダ
ナ
ン
空
港
経
由
で
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
空
港
乗
り
継
ぎ
検
査
場
で

入
国
検
査
を
受
け
る
際
胸
に
ワ
ッ
ペ
ン
を

つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
旅
慣
れ
て
い
る
と

過
信
し
た
そ
そ
っ
か
し
い
私
は
、
個
人
で

来
た
の
に
団
体
客
と
間
違
わ
れ
た
と
思
い

ダ
ナ
ン
行
き
待
合
室
で
そ
れ
を
剥
が
し
ま

し
た
。
ダ
ナ
ン
に
到
着
す
る
と
入
り
口
に

係
員
が
い
て
ワ
ッ
ペ
ン
添
付
の
人
を
右
に
、

ワ
ッ
ペ
ン
無
し
の
私
を
左
に
誘
導
し
ま
し

た
。（
も
う
お
分
か
り
で
す
ね
）

　
そ
の
後
荷
物
を
待
つ
も
私
の
は
出
て
き

ま
せ
ん
。
焦
り
ま
く
り
慌
て
て
荷
物
タ
グ

を
か
ざ
し
て
係
員
に
聞
く
と
こ
こ
は
国
内

線
到
着
出
口
で
国
際
線
は
反
対
側
に
あ
る

と
の
こ
と
。
急
い
で
向
か
う
も
一
回
出
た

ら
入
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　「H
elp m

e

」
の
連
続
と
優
し
い
係
員

の
方
で
何
と
か

荷
物
を
ゲ
ッ
ト

し
無
事
ホ
イ
ア

ン
に
到
着
し
ま

し
た
。

　
体
力
と
根
性
の
無
い
私
は
登
山
と
は
無

縁
の
人
生
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
還
暦
手

前
、
骨
活
に
目
覚
め
た
私
は
友
人
に
誘
わ

れ
る
ま
ま
安
積
山
へ
。
登
り
始
め
て
す
ぐ

に
「
来
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
後
悔
。

ヘ
タ
レ
の
自
分
と
戦
い
な
が
ら
な
ん
と
か

登
頂
。
澄
ん
だ
青
空
と
可
憐
な
山
野
草
に

心
癒
さ
れ
、
達
成
感
と
心
地
よ
い
疲
労
感
。

そ
れ
か
ら
は
安
達
太
良
山
・
一
切
経
山
・

磐
梯
山
へ
。
登
山
が
楽
し
く
な
っ
て
き
た

頃
、
諸
事
情
に
よ
り
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
っ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
さ
か
の
大
学
に
入
学

し
、
再
び
登
山
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
山
仲
間
と
出
会
い
、
励
ま

さ
れ
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま
す
。

　
「
な
ぜ
山
に
登
る
の
だ
ろ
う
」

答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
、
未
だ
見
ぬ

山
に
想
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

　
気
が
つ
け
ば
　
こ
の
年
齢
　
マ
ラ
ソ
ン

な
ら
折
り
返
し
を
と
っ
く
に
過
ぎ
て
　
ゴ

ー
ル
も
見
え
る
あ
た
り
で
す
。
こ
こ
ま
で

来
た
ら
も
う
　
毎
日
を
い
か
に
　
楽
し
く

生
き
る
か
で
す
。

　
私
は
　
週
六
日
　
友
人
と
一
時
間
の
コ

ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
楽
し
く
　
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
　
そ
の
あ
と
運
動
す
る
こ
と
を
　

九
年
以
上
　
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
月
に
一
度
は
　
ち
ょ
っ
ぴ
り
　
お

し
ゃ
れ
を
し
て
　
ホ
テ
ル
で
食
事
　
こ
れ

も
何
年
も
で
す
。
よ
く
歩
き
　
よ
く
笑
い

　
明
る
く
元
気
に
　
楽
し
く
大
切
に
生
き

て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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専
門
一
年  

健
康
・
福
祉
　
　

岡
部 

百
合
子

今
を
楽
し
む

専
門
一
年  

郷
土
・
生
活
　
　

丹
野 

シ
ゲ
子

な
ぜ
山
に
登
る
の
だ
ろ
う

教
養
二
年  

郷
土
・
生
活
　
　

大
河
原 

純
雄

私
の
終
活
は
？

教
養
一
年  

健
康
・
福
祉
　
　

三
瓶 

正
弘

定
年
後
の
生
き
方

教
養
二
年  

健
康
・
福
祉
　
　

菊
田 

和
子

私
の
目
指
す
生
き
方

教
養
一
年  

芸
術
・
文
化
　
　

村
上 

好
範

我
が
家
の
ド
ラ
マ

『
ば
け
ば
け
』

教
養
一
年  

郷
土
・
生
活
　
　

橋
本 

し
ろ
み

そ
の
誉
め
言
葉

今
世
最
後
か
も
⁉

教
養
二
年  

芸
術
・
文
化
　
　

続
橋 

　淳

初
め
て
の

ス
ト
ッ
プ
オ
ー
バ
ー（
経
由
地
）

　
年
末
、
我
が
家
の
ト
イ
レ
か
ら
「
コ
ケ

コ
ッ
コ
ー
!
」
の
声
。
帰
省
し
た
当
時
五

歳
の
孫
が
、
な
ま
は
げ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
怯

え
、
妖
怪
退
散
の
呪
文
と
し
て
鶏
の
鳴
き

声
を
唱
え
て
い
た
。

　「
昔
の
人
々
は
、
夜
の
闇
を
悪
魔
や
妖

怪
が
支
配
し
、
鶏
が
夜
明
け
を
告
げ
る
と

退
散
す
る
と
考
え
た
」
そ
ん
な
伝
説
話
を

思
い
出
し
、
び
び
り
君
に
撃
退
法
を
伝
授
。

孫
は
ト
イ
レ
に
入
る
度
に
「
す
っ
き
り

声
？
力
み
声
？
」
と
考
え
て
「
コ
ケ
コ
ッ

コ
ー
!
」
と
鳴
き
声
を
響
か
せ
た
。
よ
そ

で
鳴
く
の
は
気
ま
ず
い
の
で
念
力
退
散
術

を
教
え
る
と
、
小
声
の
鶏
に
変
わ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
十
年
、
今
は
受
験
妖
怪
と
奮

闘
中
の
孫
に
心
の
中
で
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー

!
」
と
、
そ
っ
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

  

夫
の
定
年
を
機
に
故
郷
の
大
玉
村
に
越

し
て
12
年
に
な
り
ま
す
。
か
つ
て
の
仕
事

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
で
担
当
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
特
に
心
に
残
っ
た
九
十
五
歳
の
利
用
者

様
が
お
り
ま
し
た
。
認
知
症
も
だ
い
ぶ
進

み
声
を
発
す
る
事
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ト
イ
レ
や
自
分
の
部
屋
、
座
席
も

分
か
ら
ず
本
人
は
と
て
も
不
安
を
感
じ
て

い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

と
協
力
し
て
ト
イ
レ
に
は
『
便
所
』
と
大

き
く
書
き
、
彼
女
の
部
屋
の
ド
ア
に
は
家

族
に
聞
い
た
本
人
の
好
き
な
花
を
飾
り
、

座
席
の
名
前
を
大
き
く
し
た
り
、
そ
れ
ら

の
ち
ょ
と
し
た
工
夫
で
笑
顔
が
増
え
て
き

て
不
安
が
少
し
は
解
消
し
た
か
と
ス
タ
ッ

フ
と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
一
例
で
す
。

　
そ
の
利
用
者
様
が
認
知
症
初
期
に
書
い

た
仏
様
の
絵
に
添
え
た
言
葉
が
私
の
目
指

す
人
生
の
生
き
方
と
な
り
ま
し
た
。

い
ら
い
ら
す
る
な
。   

く
よ
く
よ
す
る
な
。

ぎ
す
ぎ
す
す
る
な
。

お
お
ら
か
に
、
お
お
ら
か
に

日
々
の
暮
ら
し
で
の
発
見
や
感
じ
て
い
る
こ
と

み
ん
な
の
広
場

　
私
は
昨
年
二
月
に
65
才
で
定
年
退
職
し

た
。
定
年
後
は
会
社
勤
務
中
に
で
き
な

か
っ
た
事
を
や
ろ
う
と
、
家
で
は
野
菜
作

り
を
し
た
り
、
趣
味
で
は
旅
行
や
落
語
・

コ
ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て
映
画
鑑
賞
を
し
て

楽
し
ん
で
い
る
（
家
内
と
二
人
で
）。

　
特
に
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
35
年
目

の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
と
い
う
映
画
で
あ
る
。

　
事
前
に
本
を
読
ん
で
い
た
の
で
、
情
景

は
思
い
浮
か
べ
て
い
た
が
、
実
際
に
映
画

を
見
て
イ
ン
パ
ク
ト
が
違
っ
た
。
読
み
書

き
が
で
き
な
い
為
、
社
会
に
出
て
も
差
別

的
な
扱
い
を
受
け
、
大
変
な
思
い
を
し
て

生
き
て
来
た
が
、
結
婚
に
巡
り
あ
い
子
供

も
で
き
た
。

　
し
か
し
、
読
み
書
き
が
で
き
な
い
劣
等

感
か
ら
、「
最
愛
の
妻
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
を

書
き
た
い
」
と
い
う
一
心

で
還
暦
過
ぎ
て
か
ら
夜
間

中
学
に
通
い
、
ラ
ブ
レ

タ
ー
を
渡
す
こ
と
が
で
き

た
。
妻
が
突
然
他
界
し
た

が
、
20
年
間
通
っ
て
卒
業

し
た
事
や
励
ま
し
合
っ
て

生
き
て
来
た
夫
婦
愛
と
努

力
し
た
人
生
に
感
動
!

　 

皆
さ
ま
!
　
日
頃
、
仲
の
良
い
お
友

達
や
家
族
を
、
褒
め
て
い
ま
す
か
？
人
の

良
い
と
こ
ろ
に
気
づ
い
た
ら
遠
慮
せ
ず
そ

の
ま
ま
言
葉
に
し
て
み
て
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
。「
そ
ん
な
事
は
な
い
よ
」
で
は

な
く
「
そ
う
言
っ
て
く
れ
て
嬉
し
い
」
と

受
け
止
め
る
こ
と
で
心
が
暖
か
く
つ
な
が

る
の
で
は
、
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
こ

と
の
優
し
い
言
葉
は
、
思
っ
て
い
る
以
上

に
相
手
の
心
に
響
く
も
の
で
す
。

　
皆
様
も
ご
存
知
、
瓢
箪
ラ
ン
プ
作
り
を

思
い
出
し
て
下
さ
い
。
お
互
い
「
キ
レ

イ
」「
か
わ
い
い
」「
ス
テ
キ
」
と
言
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
目
の
前
に
い
る
人

の
良
い
所
を
み
つ
け
褒
め
合
い
あ
り
が
と

う
の
花
を
咲
か
せ
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
褒
め
言
葉
今
世
最
後
か
も
し
れ
な

い
の
で
す
か
ら…

…

。

　
私
は
現
在
75
歳
で
す
。
人
生
の
締
め
括

り
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
国
の
名
字
と
地

名
の
の
収
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
名
字
は
十
五
万
か
ら
三
十
万
種
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
私
は
十
三
年
目
の
現
在
十

二
万
種
を
収
集
し
ま
し
た
。
小
字
の
収
集

は
名
字
と
並
列
で

の
収
集
で
す
。
全

国
で
は
一
千
万
カ

所
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
二
十
六
万

カ
所
を
収
集
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
収

集
は
、
自
己
満
足

の
収
集
で
誰
か
の

益
に
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
私
の

最
期
場
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。
後
何
年

続
け
ら
れ
る

か
判
り
ま
せ

ん
が
そ
れ
ま

で
続
く
こ
と

を
願
っ
て
い

る
今
日
で
す
。

　
時
間
が
と
れ
た
の
で
憧
れ
て
い
た
ホ
イ

ア
ン
に
行
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
直
行
便
が
な
か
っ
た
た
め
ホ
ー

チ
ミ
ン
空
港
か
ら
ダ
ナ
ン
空
港
経
由
で
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
チ
ミ
ン
空
港
乗
り
継
ぎ
検
査
場
で

入
国
検
査
を
受
け
る
際
胸
に
ワ
ッ
ペ
ン
を

つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
旅
慣
れ
て
い
る
と

過
信
し
た
そ
そ
っ
か
し
い
私
は
、
個
人
で

来
た
の
に
団
体
客
と
間
違
わ
れ
た
と
思
い

ダ
ナ
ン
行
き
待
合
室
で
そ
れ
を
剥
が
し
ま

し
た
。
ダ
ナ
ン
に
到
着
す
る
と
入
り
口
に

係
員
が
い
て
ワ
ッ
ペ
ン
添
付
の
人
を
右
に
、

ワ
ッ
ペ
ン
無
し
の
私
を
左
に
誘
導
し
ま
し

た
。（
も
う
お
分
か
り
で
す
ね
）

　
そ
の
後
荷
物
を
待
つ
も
私
の
は
出
て
き

ま
せ
ん
。
焦
り
ま
く
り
慌
て
て
荷
物
タ
グ

を
か
ざ
し
て
係
員
に
聞
く
と
こ
こ
は
国
内

線
到
着
出
口
で
国
際
線
は
反
対
側
に
あ
る

と
の
こ
と
。
急
い
で
向
か
う
も
一
回
出
た

ら
入
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　「H
elp m

e

」
の
連
続
と
優
し
い
係
員

の
方
で
何
と
か

荷
物
を
ゲ
ッ
ト

し
無
事
ホ
イ
ア

ン
に
到
着
し
ま

し
た
。

　
体
力
と
根
性
の
無
い
私
は
登
山
と
は
無

縁
の
人
生
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
還
暦
手

前
、
骨
活
に
目
覚
め
た
私
は
友
人
に
誘
わ

れ
る
ま
ま
安
積
山
へ
。
登
り
始
め
て
す
ぐ

に
「
来
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
後
悔
。

ヘ
タ
レ
の
自
分
と
戦
い
な
が
ら
な
ん
と
か

登
頂
。
澄
ん
だ
青
空
と
可
憐
な
山
野
草
に

心
癒
さ
れ
、
達
成
感
と
心
地
よ
い
疲
労
感
。

そ
れ
か
ら
は
安
達
太
良
山
・
一
切
経
山
・

磐
梯
山
へ
。
登
山
が
楽
し
く
な
っ
て
き
た

頃
、
諸
事
情
に
よ
り
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
っ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
さ
か
の
大
学
に
入
学

し
、
再
び
登
山
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
山
仲
間
と
出
会
い
、
励
ま

さ
れ
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま
す
。

　
「
な
ぜ
山
に
登
る
の
だ
ろ
う
」

答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
、
未
だ
見
ぬ

山
に
想
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

　
気
が
つ
け
ば
　
こ
の
年
齢
　
マ
ラ
ソ
ン

な
ら
折
り
返
し
を
と
っ
く
に
過
ぎ
て
　
ゴ

ー
ル
も
見
え
る
あ
た
り
で
す
。
こ
こ
ま
で

来
た
ら
も
う
　
毎
日
を
い
か
に
　
楽
し
く

生
き
る
か
で
す
。

　
私
は
　
週
六
日
　
友
人
と
一
時
間
の
コ

ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
楽
し
く
　
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
　
そ
の
あ
と
運
動
す
る
こ
と
を
　

九
年
以
上
　
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
月
に
一
度
は
　
ち
ょ
っ
ぴ
り
　
お

し
ゃ
れ
を
し
て
　
ホ
テ
ル
で
食
事
　
こ
れ

も
何
年
も
で
す
。
よ
く
歩
き
　
よ
く
笑
い

　
明
る
く
元
気
に
　
楽
し
く
大
切
に
生
き

て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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専
門
二
年  

健
康
・
福
祉
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お
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と
う

研
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二
年　
佐
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幸
夫

楽
し
か
っ
た
小
鉢
づ
く
り

研
修
二
年　
栁
沼 

耕
一
郎

走
ら
な
い
と
い
う

選
択
肢
は
な
い

　
皆
さ
ん
蘭
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
一
般
的
に
蘭
は
栽
培
が
難
し
い
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
無
加
温
で
育
て
る
こ
と

が
出
来
る
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
属
、
デ
ン
ド

ロ
ビ
ウ
ム
属
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ト
レ
ア
属
の
中
に
も
立
派
な
花

を
咲
か
せ
る
事
が
可
能
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。（
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
環
境
は
最
適
）

何
と
言
っ
て
も
ラ
ン
科
植
物
は
そ
の
花
の

色
と
形
や
大
き
さ
、
香
り
な
ど
の
多
様
性

に
あ
り
、
花
の
寿
命
は
一
ヶ
月
を
越
え
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
福
島
洋
ら
ん
ク
ラ
ブ
に
二
十
年
以

上
所
属
し
、
毎
月
の
例
会
や
ク
ラ
ブ
の
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
あ
さ
か
の
学
園
の
仲
間
に
も
数
名
参
加

し
て
頂
き
、
当
ク
ラ
ブ
の
若
返
り
に
貢
献

頂
い
て
い
ま
す
。
育
て
た
花
の
ボ
タ
ニ
カ

ル
ア
ー
ト
や
、
写
真
等
を
撮
影
し
、
自
宅

を
飾
る
ラ
ン
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。

　
私
は
、
食
い
し
ん
坊
の
大
の
甘
党
、
だ

が
今
年
の
実
家
の
さ
る
な
し
の
多
さ
に
は

驚
い
た
。
な
ん
と
七
キ
ロ
、
昨
年
の
三
倍

の
収
穫
量
。
そ
し
て
、
今
年
も
さ
る
な
し

ジ
ャ
ム
作
り
と
な
る
わ
け
で
、
こ
れ
が
、

案
外
手
ご
わ
い
。
旦
那
の
参
戦
を
伴
い
、

朝
の
九
時
か
ら
お
昼
過
ぎ
ま
で
格
闘
。
丁

度
、
大
谷
と
山
本
の
大
リ
ー
グ
最
終
戦
で

大
勝
利
を
納
め
た
同
日
に
、
さ
る
な
し
ジ

ャ
ム
も
保
存
瓶
に
格
納
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
明
日
の
朝
に
は
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
上
に
乗
せ
て
頂
こ
う
。
昨
年
、
あ
る
じ

を
亡
く
し
た
実
家
の
庭
に
、
義
父
が
植
え

た
さ
る
な
し
の
樹
。
義
兄
が
剪
定
し
今
年

は
、
沢
山
実
を
付
け
て
鎮
座
し
て
い
る
。

　
来
年
も
旦
那
と
ジ
ャ
ム
作
り
を
す
る
だ

ろ
う
と
、
思
い
出
し
な
が
ら
頂
き
ま
す
、

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

　
今
年
も
、
運
動
会
や
学
生
会
主
催
の
レ

ク
旅
行
、
第
三
十
二
回
を
数
え
た
学
園
祭

な
ど
、
楽
し
い
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
あ

り
、
青
春
を
謳
歌
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
こ
の
他
に
、
サ
ー
ク
ル
活

動
や
ク
ラ
ス
行
事
と
、
充
実
し
た
一
年
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
あ
さ
か
の
学
園
大
学
に
入
学

し
て
授
業
を
始
め
、
充
実
し
た
人
生
を
歩

む
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
先
生
方
や
事
務
局
の

皆
さ
ん
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
他
の
ク
ラ
ス

の
皆
さ
ん
と
の
、
交
流
が
な
せ
る
ワ
ザ
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
専
門
二
年
も
、
あ
と
わ
ず
か
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ス
の
各
行
事
へ
の

参
加
が
、
楽

し
み
の
一
つ

で
あ
り
、
今

ま
さ
に
毎
日

の
生
活
が

「
青
春
、
真

っ
只
中
」
で

あ
り
ま
す
。

　
平
田
村
の
農
家
の
長
男
の
家
に
嫁
ぎ
、

子
育
て
、
そ
し
て
義
父
母
を
看
取
っ
た
。

息
子
達
の
部
活
の
応
援
で
、
二
十
一
世
紀

枠
甲
子
園
球
場
と
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
行

け
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
。

　
今
は
夫
と
、
雑
草
と
戦
い
な
が
ら
田
畑

を
守
り
、
米
、
野
菜
、
豆
、
茸
、
山
菜
、

鶏
卵
等
自
給
自
足
の
食
材
で
食
卓
を
飾
り
、

薪
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
見
て
暮
ら
す
生
活
を

楽
し
ん
で
い
る
。

　
趣
味
で
は
、
北
海
道
利
尻
山
か
ら
九
州

宮
之
浦
岳
ま
で
の
日
本
百
名
山
を
登
頂
達

成
し
、
高
山
植
物
を
愛
で
て
沢
山
の
絶
景

を
楽
し
ん
だ
。

　
今
は
日
本
百
名
城
、
神
社
仏
閣
、
熊
野

古
道
、
四
国
お
遍
路
の
旅
を
楽
し
ん
で
い

る
。

　
あ
る
人
か
ら
「
歩
く
よ
り
遅
い
ね
。」

と
言
わ
れ
な
が
ら
、
私
は
ほ
ぼ
毎
日
五
キ

ロ
を
走
っ
て
い
る
。

　
き
っ
か
け
は
長
年
の
不
養
生
。
高
脂
血

症
、
腰
痛
、
メ
タ
ボ
体
型
を
改
善
す
る
た

め
だ
。
退
職
後
は
時
間
が
で
き
、
走
る
距

離
も
伸
び
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
出
場
に

つ
な
が
っ
た
。｠

　
出
場
し
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
都

会
を
走
る
「
仙
台
国
際
ハ
ー
フ
」、
地
獄

坂
と
称
さ
れ
る
「
東
和
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」

秋
祭
り
会
場
を
走
る
「
喜
多
方
健
康
マ
ラ

ソ
ン
」。｠

　
特
に
喜
多
方
は
紅
葉
の
美
し
い
十
一
月

三
日
に
開
催
。
ほ
ぼ
毎
年
出
場
し
て
い
る
。

　
今
年
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
妻
に
話
し
た

と
こ
ろ
「
私
も
行
く
。」
当
日
は
雨
。
体

調
は
前
日
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
、
山
本

投
手
に
興
奮
。
テ
レ
ビ
で
夜
更
か
し
し
た

せ
い
で
眠
い
。
幸
い
？
熊
の
出
没
情
報
が

あ
り
、
距
離
は
五
キ
ロ
に
変
更
さ
れ
て
開

催
。
結
果
は
73
人
中
65
位
で
あ
っ
た
。｠

　
一
休
み
し
、
塩
川
町
で
の
温
泉
、
芦
ノ

牧
の
有
名
な
食
堂
で
昼
食
、
南
会
津
の
美

し
い
紅
葉
を

二
人
で
堪
能

し
な
が
ら
帰

宅
し
た
。
来

週
は
白
河
だ
。

頑
張
る
ぞ
!

　
ど
の
ク
ラ
ス
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表

会
で
、
毎
回
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
達
研
修
コ
ー
ス
１
年
の
演
目

は
、
酔
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
飲
ん
で
ら
っ

し
ゃ
い
の
ダ
ン
ス
発
表
で
し
た
。
本
番
を

迎
え
る
ま
で
は
、
気
恥
ず
か
し
い
や
ら
、

う
ま
く
出
来
る
か
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ざ
踊
り
始
め
る
と
楽
し
く
て
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
も
っ
と
踊

り
た
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　
皆
で
発
表
が
出
来
て
、
良
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
の
義
母
は
、
十
月
の
誕
生
日
で
満
百

歳
に
な
り
ま
し
た
。

　「
大
き
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
百
歳
お
め
で
と

う
。」
私
は
八
人
の
孫
が
い
ま
す
。
そ
の

孫
達
は
義
母
の
事
を
「
大
き
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
。」と
呼
び
百
歳
を
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

義
母
は
栗
が
大
好
き
な
の
で
、
栗
を
使
っ

た
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
注
文
し
ま
し
た
。

要
介
護
に
な
り
車
イ
ス
で
の
生
活
な
の
で

今
は
施
設
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

誕
生
日
に
栗
を
沢
山
使
用
し
た
ケ
ー
キ
を

持
っ
て
、
ひ
孫
二
人
も
連
れ
て
ロ
ー
ソ
ク

の
火
を
消
し
て
貰
い
本
人
も
喜
ん
で
い
て

楽
し
い
誕
生
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
後
に
は
市
役
所
の
方
が
施
設
に
来

て
下
さ
り
国
、
県
、
市
か
ら
の
賀
寿
を
届

け
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
元
気
な
義

母
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
な
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
い
て
下
さ
い
。
百
歳
お
め
で
と
う
。

　
私
達
も

い
つ
ま
で

も
元
気
に

百
歳
を
目

標
に
頑
張

っ
て
生
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
は
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た
私
。

我
が
家
の
庭
づ
く
り
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
も

自
作
。
完
成
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
上
で

妻
と
庭
に
咲
く
花
を
愛
で
な
が
ら
お
茶
を

飲
む
の
が
日
課
で
す
。

　
学
園
で
は
材
料
を
手
で
練
っ
て
廻
し
な

が
ら
小
鉢
の
形
に
成
形
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
指
定
し
た
色
付
け
や
電
気
釜

の
工
程
を
経
て
仕
上
が
り
ま
し
た
。
不
器

用
な
が
ら
も
出
来
栄
え
は
満
足
。
今
で
は
、

馬
刺
し
を
盛
る
の
に
活
用
し
て
一
杯
晩
酌

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
楽
し
み
が
あ
る
な
ら
会
津
本
郷

焼
の
現
地
体
験
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。
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そ
し
て
義
父
母
を
看
取
っ
た
。

息
子
達
の
部
活
の
応
援
で
、
二
十
一
世
紀

枠
甲
子
園
球
場
と
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
行

け
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
。

　
今
は
夫
と
、
雑
草
と
戦
い
な
が
ら
田
畑

を
守
り
、
米
、
野
菜
、
豆
、
茸
、
山
菜
、

鶏
卵
等
自
給
自
足
の
食
材
で
食
卓
を
飾
り
、

薪
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
見
て
暮
ら
す
生
活
を

楽
し
ん
で
い
る
。

　
趣
味
で
は
、
北
海
道
利
尻
山
か
ら
九
州

宮
之
浦
岳
ま
で
の
日
本
百
名
山
を
登
頂
達

成
し
、
高
山
植
物
を
愛
で
て
沢
山
の
絶
景

を
楽
し
ん
だ
。

　
今
は
日
本
百
名
城
、
神
社
仏
閣
、
熊
野

古
道
、
四
国
お
遍
路
の
旅
を
楽
し
ん
で
い

る
。

　
あ
る
人
か
ら
「
歩
く
よ
り
遅
い
ね
。」

と
言
わ
れ
な
が
ら
、
私
は
ほ
ぼ
毎
日
五
キ

ロ
を
走
っ
て
い
る
。

　
き
っ
か
け
は
長
年
の
不
養
生
。
高
脂
血

症
、
腰
痛
、
メ
タ
ボ
体
型
を
改
善
す
る
た

め
だ
。
退
職
後
は
時
間
が
で
き
、
走
る
距

離
も
伸
び
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
出
場
に

つ
な
が
っ
た
。｠

　
出
場
し
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
都

会
を
走
る
「
仙
台
国
際
ハ
ー
フ
」、
地
獄

坂
と
称
さ
れ
る
「
東
和
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」

秋
祭
り
会
場
を
走
る
「
喜
多
方
健
康
マ
ラ

ソ
ン
」。｠

　
特
に
喜
多
方
は
紅
葉
の
美
し
い
十
一
月

三
日
に
開
催
。
ほ
ぼ
毎
年
出
場
し
て
い
る
。

　
今
年
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
妻
に
話
し
た

と
こ
ろ
「
私
も
行
く
。」
当
日
は
雨
。
体

調
は
前
日
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
、
山
本

投
手
に
興
奮
。
テ
レ
ビ
で
夜
更
か
し
し
た

せ
い
で
眠
い
。
幸
い
？
熊
の
出
没
情
報
が

あ
り
、
距
離
は
五
キ
ロ
に
変
更
さ
れ
て
開

催
。
結
果
は
73
人
中
65
位
で
あ
っ
た
。｠

　
一
休
み
し
、
塩
川
町
で
の
温
泉
、
芦
ノ

牧
の
有
名
な
食
堂
で
昼
食
、
南
会
津
の
美

し
い
紅
葉
を

二
人
で
堪
能

し
な
が
ら
帰

宅
し
た
。
来

週
は
白
河
だ
。

頑
張
る
ぞ
!

　
ど
の
ク
ラ
ス
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表

会
で
、
毎
回
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
達
研
修
コ
ー
ス
１
年
の
演
目

は
、
酔
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
飲
ん
で
ら
っ

し
ゃ
い
の
ダ
ン
ス
発
表
で
し
た
。
本
番
を

迎
え
る
ま
で
は
、
気
恥
ず
か
し
い
や
ら
、

う
ま
く
出
来
る
か
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ざ
踊
り
始
め
る
と
楽
し
く
て
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
も
っ
と
踊

り
た
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　
皆
で
発
表
が
出
来
て
、
良
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
の
義
母
は
、
十
月
の
誕
生
日
で
満
百

歳
に
な
り
ま
し
た
。

　「
大
き
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
百
歳
お
め
で
と

う
。」
私
は
八
人
の
孫
が
い
ま
す
。
そ
の

孫
達
は
義
母
の
事
を
「
大
き
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
。」と
呼
び
百
歳
を
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

義
母
は
栗
が
大
好
き
な
の
で
、
栗
を
使
っ

た
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
注
文
し
ま
し
た
。

要
介
護
に
な
り
車
イ
ス
で
の
生
活
な
の
で

今
は
施
設
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

誕
生
日
に
栗
を
沢
山
使
用
し
た
ケ
ー
キ
を

持
っ
て
、
ひ
孫
二
人
も
連
れ
て
ロ
ー
ソ
ク

の
火
を
消
し
て
貰
い
本
人
も
喜
ん
で
い
て

楽
し
い
誕
生
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
後
に
は
市
役
所
の
方
が
施
設
に
来

て
下
さ
り
国
、
県
、
市
か
ら
の
賀
寿
を
届

け
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
元
気
な
義

母
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
な
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
い
て
下
さ
い
。
百
歳
お
め
で
と
う
。

　
私
達
も

い
つ
ま
で

も
元
気
に

百
歳
を
目

標
に
頑
張

っ
て
生
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
は
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た
私
。

我
が
家
の
庭
づ
く
り
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
も

自
作
。
完
成
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
上
で

妻
と
庭
に
咲
く
花
を
愛
で
な
が
ら
お
茶
を

飲
む
の
が
日
課
で
す
。

　
学
園
で
は
材
料
を
手
で
練
っ
て
廻
し
な

が
ら
小
鉢
の
形
に
成
形
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
指
定
し
た
色
付
け
や
電
気
釜

の
工
程
を
経
て
仕
上
が
り
ま
し
た
。
不
器

用
な
が
ら
も
出
来
栄
え
は
満
足
。
今
で
は
、

馬
刺
し
を
盛
る
の
に
活
用
し
て
一
杯
晩
酌

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
楽
し
み
が
あ
る
な
ら
会
津
本
郷

焼
の
現
地
体
験
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。
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　秋空の広がる9/30（火）午後、学生会を代表して國分会長、鈴木久夫総務
理事、五十嵐会計理事、遠藤副会長、山澤副会長と私の6名で椎根市長を表
敬訪問しました。例年は新体制発足後の5～6月頃の予定ですが、ご多忙の
市長のアポイントがなかなか取れずこのタイミングとなりました。
　まず國分会長から、今年度の学生会活動のポイントを説明させて頂きまし
た。椎根市長からは「市長に就任後、広域圏を巡ってきました。郡山市は31.7
万人ですが、広域圏だと60万人の規模になるので圏内で交流促進、活性化
につなげていきたい。あさかの学園大学の方々はいろんな地域の活動のキ
ーマンとして活躍していると聞いています。活性化に力を貸してください。ま
た、図書館利用のLINE化等、時代に合わせて住みやすい街を目指していきた
い」と話されていました。
　皆さん、あさかの学園大学での学び･気付きを踏まえ、我々高齢者ならでは
の社会貢献等考え、実践して共に住みやすい街を目指しましょう！！

椎根市長の表敬訪問を終えて
専門１年  芸術・文化　大野  直彦

￥184,2961,140枚

学生の皆様からの寄付と募金

タオル寄付 歳末助け合い募金

令和8年１月17日（土）、ビッグアイ7階 大会議室で環境ボラン
ティア委員会主催による講演会が下記テーマで開催されました。

環境セミナー 令和8年1/17土１３：００～

◆郡山市社会福祉
　事業団へ
　11月25日（水）に
　訪問し、タオルを
　お渡ししました。

12月9日（火）郡山市総
合福祉センターにて、
社会福祉法人福島県共
同募金会 郡山市共同
募金委員会「歳末たす
けあい運動」寄付受領
式にてお渡ししました。

いきいきふれあいの集い
郡山市豊かな長寿社会令和7年度 ◆と　き…令和７年11月18日（火）

◆ところ…けんしん郡山文化センター
　　　　　大ホール

警察からのお知らせ

問い合わせ先：福島県郡山警察署生活安全課　TEL 024-922-2800

　福島県内では、警察官や有名人の名をかたった詐欺被害が多発しています。
　警察官をかたった詐欺は、「あなた名義のスマホが犯罪に使用されている」などと電話をかけてきて、
「今すぐ取調べをしなければならない」「あなたには逮捕状が出ている」などと言ってきたり、逮捕状を写メ
で見せてくるなどして、示談金と称して金銭を要求してくるというものです。

　詐欺電話のほとんどは「+」からはじまる国際電話番号が使用されていますので、この番号から着信が
あった場合は、電話に出たり返信しないでください。
　また、有名人をかたった詐欺は、インターネット上の有名人による投資に関するニセ動画にアクセスさせ、
投資話を持ち掛けてきて、手数料などと称して金銭をだまし取るといったものです。

 「警察が示談金を要求してくる」「インターネットやSNSで知り合った相手
から投資話を持ち掛けられる」などと言った場合は詐欺を疑い、すぐ警察
署に相談してください。
　県警では防犯対策としまして「POLICEアプリふくしま」の利用を勧めて
おります。ご希望の方はQRコードからインストールしてください。

市 長 訪 問

【提言】

【活動事例発表】

● 一つのつながり
● “人生100年”と “人口減”の交差点で
　  ― AIが支える地方型ライフデザイン

● シニアボランティアグループの楽しい生涯学習への取り組み
　  ～「郡山自主夜間中学」の講師として～

講 師　フリーアナウンサー 　宮本 隆治  様

郡山市立郡山第四中学校  2年　遠藤 詩乃  様

公益社団法人郡山青年会議所  副理事長　山本 将司  様

郡山自主夜間中学  代表　皆川 　晃  様
【記念講演】
● 演 題  「老いはのどからやってくる」

1B  櫻田 和也いきいきふれあいの集いに参加して
｠　今回すばらしい講演を視聴することが出来てありがとうございます。今までこのよう
な経験がなく感動しました。特に「人とのつながり」の重要性です。健康寿命の延伸に
は、運動や食事だけでなく、社会的な交流が不可欠であると再認識しました。
　参加者の皆様の明るく活発な様子は、地域社会とのつながりが、心身の健康を維持
する上でいかに大切かを物語っていました。私もこれからは、より積極的に地域行事や
趣味のサークルに参加し、新しい出会いを大切にしていきたいと思っています。「郡山
豊かな長寿社会いきいきふれあいの集い」は単なる啓発イベントではなく、参加者一人
ひとりが自らの未来を見つめ直し行動を起こすきっかけをくれる素晴らしい機会でした。

10月23日、あさかの学園大学学生会が「福島県福祉大会」で多額の
寄付をした団体として表彰され、代表して國分会長が感謝状を頂きました。

笑って健康
山椒家 小粒 氏
さんしょや こつ ぶ

●噺の会 じゅげむいわき支店代表
●郡山市生涯学習きらめきバンク 達人先生登録

講師

笑いと健康長寿テーマ

演題
司 会

郡山第四中学校 ２年
武田 ゆら  様
遠藤 結衣  様

参加者
144名
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バス旅行に参加して

★今年のバス旅行は、新潟方面★ 立ち寄った阿賀野川S
A

立ち寄った磐梯山SA

　6時40分集合、曇天の肌寒い朝でしたが、バ
スの中は熱気ムンムン、すごい○○パワー。弥
彦神社に着く頃には、青空も見えて散策も楽し
く、特にトイレ休憩の度に長蛇の列が出来てい
たのに、木立の中にあるトイレは綺麗で先客も
なく最高でした。
　昼食後、いざ買い物へ、あれもこれもと欲張
り、重い発泡スチロールを持って帰途に就きま
した。

4C　長尾 郁子
学生レク、4年生になって初参加！！

　初めて行く弥彦神社は、越後地方で最も格
式高い神社として知られ、出雲大社と同じく二
礼四拍手一礼でお参りする作法は、神社への深
い敬意と感謝を示すためのものだとの事。
　お天気にも恵まれ歴史ある境内は、パワース
ポットらしく荘厳な雰囲気で私も元気をもらっ
たような気がします。
　帰りのバスでは、ビンゴゲームで盛りあがり楽
しいバス旅行になりました。ちなみに、私はビリ！
でした。企画した役員の皆さん御苦労様でした。

3C　長沼 まり子
学生会旅行に参加して

　10月6日（月）新潟方面へバス6台で出発、2Ｂ
は11名が参加しました。弥彦神社に参詣後、寺
泊で地魚メインの昼食と買い物を楽しみ、帰路
の車中では定番のビンゴゲーム大盛り上がりで
した。弥彦神社は3度目でしたが、メンバーが違
うと景色はまた変わります。学生会バスレクは毎
回とても楽しいです。次回一緒にいかがですか。

2B　仲野 ミエ子

今年も楽しく盛り上がった
バスレクリエーション

　あさかの学園大学のバス6台大名行列で、快晴
の新潟へと出発いたしました。
　弥彦神社では30年前の景色が思い出せず、「認
知症気味」な自分を感じましたが、趣味の狛犬激
写には夢中になりました。寺泊の新鮮な海鮮と、帰
りのおすすめ絶品わらび餅に大満足です。
　ガイドさんの眠らせないトークと学生交流のお
かげで、疲れは吹っとび、帰宅後の第一声は「楽し
かった～！」でした。この企画を担当された方々に
心より感謝申し上げます。

１B　三輪 秋男 

新潟の旅！ 狛犬ハンター
曖昧メモリーでいざ、出発！

弥彦神社と海の幸を堪能する日帰り旅

（笑）
��（笑）��

（笑）��

弥彦神社の赤鳥居

カメラマンは大忙し

バス6台、連
ねて

しっかり、お詣り 運転手さん、ガイドさんと

弥彦神社の
パワースポット

お得に
ゲット❗

この料理❗この一杯��❗

この笑顔❗��
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編 集 後 記
編集作業の仕上げは校正である。
会報編集委員になって初めて気
付く事ばかり。手書き入稿だと
入力ミスがある。テキスト入稿だ
と書き手の責任だからそれでよ
い訳じゃない。固有名詞の間違
い、特に名前は絶対許されない。
アラビア数字英文字の縦書きは
苦労する。悪く言えばあらさがし
だがゲームと考えれば楽しい作
業である。

By (Deochan)

福祉ボランティアセミナー
◆とき…2025年11月15日（土） 10:00～  ◆ところ…ビッグアイ 7階  大会議室

ポスターコンクール
最優秀賞

優秀賞

大下　誠さん（研1）
大川原 弘輔さん（研2）
白岩　謙さん（2C）

＊白岩さんは所用の為欠席。
受賞者の皆さん、
おめでとうございました。

令和7年10月16日（金）
けんしん文化センター大ホールにて2年
ぶりのステージ発表。各クラスで企画し、
練習を重ねた演目が繰り広げられました。

第
32
回

第
32
回

講演「シニア世代だからこそ
            できるボランティア」

ボランティア活動事例 発表

第1部

第2部

郡山市社会福祉協議会 地域福祉課 係長 岡田 裕亮 様
郡山市社会福祉協議会 地域福祉課 ボランティアセンター

藤田 美紀 様

鈴木 久夫さん専門課程 ２年 郷土・生活学科
「私と音楽  ボランティアへ」

佐久間 喜代江さん専門課程 １年 郷土・生活学科
「地域とこども食堂」

白岩 謙さん
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